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主な機能　SAS Analytics for IoTは、ビジネスユーザーが安全で、柔軟性および拡張性に優れた
IoTアナリティクス・ソリューションを用いて多様かつ大量の IoTデータを編成および分析し、その結
果に基づいて行動するための導入効果が実証済みの方法を提供します。このソリューションは組織全
体のバラエティに富んだユーザーに対して一貫性・一元性の高いデータを提供するため、技術に詳し
くないユーザーでも、数ヶ月ではなく数日で、IoT投資から素早く価値を導き出すことができます。

ビジネスメリット　これまで予測的アナリティクスから指示的アナリティクスへの移行はゆっくりと 
進んできましたが、その理由は、企業がデータの複雑さや、人工知能（AI）や機械学習（ML）を既
存の統計解析モデルと共存させる方法に関して苦戦しているからです。SAS Analytics for IoTは、 
センサーベースのデータモデル、合理化／効率化されたETL（抽出／変換／ロード）プロセス、統一
されたビジネス志向のデータ選択インターフェイスにより、アナリティクス・ライフサイクル全体にわ
たってデータの複雑性の問題を解消します。このソリューションは、計画外の稼働停止の削減、業務効
率の改善、差別化されたカスタマー・エクスペリエンスの創出を通じて、数百万ドル（数億円）の節約
効果をもたらす可能性があります。

対象ユーザー　製造、消費財、エネルギー、小売をはじめとする幅広い業種のビジネスユーザー、
エンジニア、データサイエンティスト、ITプロプロフェッショナルのために設計されています。このソフ
トウェアは、アナリティクスのパワーを組織全体に行き渡らせることで、IoTアナリティクス・ライフサ
イクル全体を通じて組織のコラボレーションを可能にします。

• IoTアナリティクスの活用とそれに関する 
コラボレーションを組織全体にわたって拡大
および深化： ETLタスクが合理化／効率化さ
れ、拡張可能なセンサーベースのデータモ
デルと使いやすいインターフェイスが一緒に
提供されるため、あらゆるタイプのユーザー
（ビジネスユーザー、エンジニア、ITプロフェッ
ショナル）がデータにアクセスし、探索や 
ビジュアル化を行い、データを洞察に変換で
きます。その結果、組織全体にわたって、より
効果的なコラボレーションとタイムリーな 
意思決定が実現することになります。

• 複数の IoTソリューションからなるエコシス
テム全体を最適化： 適切な方法論、適切な基
盤テクノロジー、拡張性・柔軟性・安全性に
優れた土台となるソリューションが存在しな
い場合、統合を実現することは困難です。

SAS Analytics for IoTなら、統合型のビジ
ネス志向のインターフェイスから IoTデータ
を準備・編成・選択・ロードし、他のソリュー
ション（SAS、サードパーティ、オープンソー
ス）へと提供することができます。

事業運営や業務遂行において避けて通ること
のできないパフォーマンス課題を正確に解決す
るためには、洞察へと変換できる大量かつ多様
な IoTデータに高速にアクセスできる必要があ
ります。それが不可能な場合は、市場の条件、 
業務遂行上の問題、顧客が求める要件に対して
タイムリーに対応することはできません。しか
し残念ながら、ほとんどの組織には、あらゆる
タイプのユーザーに対して「分析を実行し、新
たな洞察に基づいて行動するためのパワー」を
もたらすような、共通のセンサー志向のデータ
モデルがありません。

これはビジネスユーザーとデータサイエンティ
ストの双方にとってストレスの溜まる問題です。
技術に詳しくないユーザーは、大量かつ多様な

IoTデータを管理するために欠かせないスキル
（例：コーディング、SQL、スクリプティングに
関する高度な知識など）を有していません。ほと 
んどのケースでは、IT部門がビジネスユーザー
のためにデータを準備しなければなりません。
そして、ビジネスユーザーの側では、アナリティ
クスに適したデータセットを入手にする前に、IT
部門の作業の順番待ちが生じます。

SAS Analytics for IoTは、業務部門／事業部
門のユーザーから、エンジニア、ITプロフェッ
ションルに至るまで、組織全体の幅広い人々に

対して、「センサーデータを分析した上で、ビジ
ネス・パフォーマンス向上に寄与する迅速な、
確信に基づいた意思決定を行うためのパワー」
をもたらします。SAS Analytics for IoTの直感
的かつビジュアルなインターフェイスはSAS® 
Viya® に基づいて構築されており、ビジネス
ユーザーがコーディング作業なしで、IT部門や
データサイエンティストの支援を受けることな
く、データを素早く選択、ロード、変換、業務利
用することを容易にします。このソフトウェアは
高速なインメモリ分散環境で実行されるため、
ユーザーに対し、ビジネスに関する洞察をすぐ
に向上させることのできる的確な結果を提供し
ます。

主な利点
• IoT投資からの価値創出にかかる時間を数ヶ
月ではなく数日へと加速： 特別なスキルや
コーディングを駆使しなくても、データのア
クセス／結合／変換を実行できます。各種タ
スクの定義もビジュアルな環境内で行えま
す。データ選択タスクは、他のソリューション 
（SAS、サードパーティ、オープンソース）から
直接呼び出せるため、常に最新のデータを 
現場に提供し、既存の IoT投資を最大限に活
用することができます。

IoT投資から素早く価値を導き出すパワーをビジネスユーザーに提供
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概要
今日のように大量・高速・多様な IoTデータを
利用できる状況の中で、ユーザーが特定の疑
問を解決するためには、データのキュレーション
（収集・整理・取捨選択）が必要です。こうした
事前準備作業では、多くの場合、様々な視点か
らデータを把握するために、方法を変えながら

1日に何度もデータを検討することになります。

IT部門がデータの準備やクレンジングを事前に
行ったとしても、分析担当者は独自のニーズを
満たすために、自力でさらなる検討と準備を繰
り返さなければならない場合もあります。

エッジ・トゥ・エンタープライズ型アーキテクチャ
に対応しているSAS Analytics for IoTは、タイ 
ムリーかつ正確な意思決定を駆動するリアルタ

イム・アナリティクスを実現するために、業界を
リードするストリーミング実行エンジンをAI機
能と一緒に活用します。このアプローチは、極め 
て重要なプロセスのサポートや、デジタル変革
を達成するための作業に取り組むビジネスユー
ザー、エンジニア、データサイエンティスト、IT
プロフェショナルにとって役立ちます。ユーザー
は、合理化／効率化された各種ETLタスクと 
拡張可能なセンサーベースのデータモデルを
用いて、セルフサービス型環境の中で、アドホッ
ク（非定型）分析やアナリティクス・システム開
発を行うことができ、基底にあるデータ構造に
関する知識は不要です。このソフトウェアは、 
多様なユーザーが統合型かつビジネス志向の
インターフェイスから IoTデータを準備・編成・

選択・ロードし、他のソリューション（SAS、サー
ドパーティ、オープンソース）へと提供できるよ
うにすることで、IoTに関する投資とスキルを
最適化し、IoTアナリティクスのパワーとそれに
関するコラボレーションを組織全体に行き渡ら
せます。

各種の使いやすい IoTアナリティクス機能
SAS Analytics for IoTでは、IoTデータのアク
セス、編成、選択、変換を容易に行うことがで
き、IT部門やデータサイエンティストのスキル
に頼る必要がありません。変数、属性、階層は
自動的に選択インターフェイスに読み込まれ、
ビジネス用語で提示されます。スマートフィル
ター、事前定義済みの時間枠（タイム・ウィンド
ウ）、その他の機能により、ビジネスユーザーは
エラーを減らし、必要とする正確なデータを得
ることができます。

柔軟性、高速性、拡張性
IoTデータはビジネス・パフォーマンスの推進
燃料となりえますが、それが実現するのはタイ
ムリーかつ正確な方法でそのデータに基づい
て行動した場合のみです。SAS Analytics for 
IoTは、導入効果が実証済みのストリーミング
実行エンジンとAI機能を搭載しており、アナリ
ティクス・ライフサイクル全体にわたってリアル
タイム・アナリティクスを提供することで、確信 
に基づく迅速な意思決定をサポートします。

SASの安全性・柔軟性・拡張性に優れた IoT アナ
リティクス・ソリューションは、あらゆる IoTへ
の取り組みにおいて、結果が出るまでの時間を
短縮します。

成長／拡大をサポートする相互運用性
IoTへの取り組みではエコシステムが重要で
す。IoTエコシステムへの投資から最大限の価
値を引き出すためには、アナリティクス・プラッ
トフォームが複雑かつ多様な環境をサポートで
きなければなりません。SASのソリューション
なら、ユーザーは分析の内部にオープンソー
ス・コードを埋め込み、アルゴリズムをシームレ
スに呼び出すことができます。モデル作成者や
データサイエンティストは、Python、R、Java、

Lua、Scalaのどれを使用する場合でも、好み
のコーディング環境からSASの機能を利用で
きます。また、各種のアプリケーション・プログ
ラミング・インターフェイス（API）を利用すれ
ば、データの選択やロードを他の SASアプリ
ケーションやサードパーティのアプリケーション
の中から実行することも可能です。

図1： ドラッグ＆ドロップ型の操作環境で、基本的なダッシュボードやレポートの作成、高度なアナリティ
クスや人工知能（AI）の適用といった作業を行えます。

図2： 複数のアルゴリズムの結果を比較し、チャンピオン・モデルを自動的に特定します。 



合理化／効率化されたETL
合理化／効率化されたETLタスクは、重要なデータ・フィールドをセンサーベースのデータモデルへと自動的に変換およびロードします。以下のことが 
可能です。

• フィールドが3個（センサー ID、値、日時）または数百個かを問わず、IoTデータを迅速にロード
• センサーの属性群、デバイスの属性群、階層、指標、イベントを標準搭載
• 包括的なETL機能を用いて、追加フィールドや生産品質のデータをセンサーデータと統合

センサーデータと関連領域のための柔軟なデータモデル
標準化された拡張可能なセンサーベースのデータモデルが以下の特長を提供します。

• 複雑な IoTデータ、階層、その他の関係を保管するための、導入後すぐに使える方法
• 大量かつ多様な IoTデータを効率的に分析できるように編成するための、導入効果が実証済みの方法
• 組織全体の多種多様なユーザーのための、一貫性・一元性の高いデータ

統合型かつビジネス志向のデータ選択ユーザー・インターフェイス
技術に詳しくないユーザーでも分析用のデータを素早く選択することができ、基底にあるテクノロジーやデータ構造に関する知識は不要です。以下のこと
を行えます。

• 利用可能な変数や属性に対して、日常業務で使用しているビジネス用語でアクセス
• スマートフィルター、事前定義済みの時間枠（タイム・ウィンドウ）、その他のショートカット機能を活用して、効率の向上、エラーの削減を実現
• 個人別のニーズを満たすために、デバイス、センサー、指標、イベントの任意の組み合わせに関してデータを選択
• データ選択タスクを保存し、組織全体でコピー、再利用、共有

ランチャー
ユーザーは、SASまたはサードパーティのツール内で分析するためのデータを容易に準備および変換することができます。ランチャーにより、ユーザーは
以下のことを行えます。

• 効率的な保管のためのフォーマットからアナリティクスに適したフォーマットへと、データを転置（転置＝スプレッドシートで行と列を入れ変えるイメージ）
• データ内の欠損値を補間
• データサイズを削減するため、あるいはセンサー群にわたって共通化するために、修正された周期性を適用
• データをSAS Visual Analytics、SAS Visual Data Mining and Machine Learning、SAS Studio、さらにはサードパーティやオープンソースの 
アプリケーションで開くことが可能

主な特長

図3： 階層、スマートフィルター、事前定義済みの時間枠
（タイム・ウィンドウ）を用いて、ビジネス用語でデータを
選択することができます。

図4： 高度なアナリティクスやストリーム処理ウィンドウを利用して、動的なデータ 
（流れ続けるデータ）を分析することができます。
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高度なアナリティクスと機械学習
データ探索、特徴エンジニアリング、最新の統計解析／データマイニング／機械学習の手法を、単一のスケーラブルなインメモリ処理環境の中で組み合わ
せて利用できます。ユーザーは以下のことを行えます。

• コードを記述せずに、ドラッグ＆ドロップ操作の対話型インターフェイスを用いて、データを分析
• 機械学習タスクを迅速に開始できる、ベストプラクティスが盛り込まれたテンプレート（基本、中間、高度）を活用
• 多様な機械学習アルゴリズム（例：決定木、ランダムフォレスト、勾配ブースティング、ニューラル・ネットワーク、サポート・ベクター・マシン、ファクタラ
イゼーション・マシン）を適用

• 標準化されたテストを用いて複数の機械学習アルゴリズムの結果を比較することで、自動的にチャンピオン・モデルを特定

ストーリミング・モデルの実行
ストリーミング・データ（動的なデータ）の分析やフィルタリングをリアルタイムで実行できるため、ユーザーはイベントを後から事実として把握するのでは
なく、その発生時に同時進行で理解することができます。

• ストリーミング・データに対して実行するための、高度なアナリティクスに基づく分析モデルを作成、デプロイ、管理
• データをリアルタイムでスコアリングし、スコアリングとトレーニングを組み合わせた学習モデルを適用
• ライブストリーム・データを蓄積する前にクレンジング、標準化、フィルタリングを適用することで、後続の処理を削減

パブリックなAPI群
パブリックなAPI群により、外部システムからもデータにアクセスできるため、全社規模で IoT投資が最適化されます。パブリックなAPI群を活用すると 
以下のことが行えます。

• SASやサードパーティのソリューションを組織独自の IoTエコシステムに統合
• 外部のダッシュボードやレポートに対し、最新のデータやデータ選択リストを用いて情報を供給

主な特長（前ページより続く）
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SAS Analytics for IoTの詳細については、 
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